
JR
両
毛
線

JR上越線

群
馬
原
町
駅

沼
田

水
上

大
前

横
川

新
宿

湘
南
・
横
浜

JR
吾
妻
線

至
仙
台

至
新
潟

至
長
野

至
長
野

小
山

大
宮

高
崎

上
野

東
京

安
中
榛
名

上毛高原

軽
井
沢

東北
新幹
線

上越新幹線

北
陸
新
幹
線

碓
氷
軽
井
沢
IC

練
馬
IC

渋
川
伊
香
保
IC

藤
岡
JC
T

関越自動車道

北
関
東
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道

JR高崎線

東
吾
妻
町

渋
川

前
橋

前
橋

四
し戸

どの
古
こ墳 ふ

ん群 ぐ
ん

６
世
紀
か
ら
７
世
紀
前
半
ご
ろ
造
ら
れ
た
古
墳
が
残
っ
て

い
ま
す
。
円
墳
、
横
穴
式
石
室
で
、
石
の
大
き
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
す
。

八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う
吾
妻
線

付
け
替
え
区
間
を
活
用
し
た

H
Pは
こ
ち
ら

予
　
約

東
吾
妻
町
吾
妻
峡
周
辺
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
　
東
吾
妻
町
松
谷
868-1

 8:30～
17:15　

 休
業
日
は
H
P
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い

 0279-26-9431（
休
業
日
 0279-68-2111）

冬
季
は
休
業

道 み
ちの
駅 え
き　
あ
が
つ
ま
峡 き
ょ
う

名
勝「
吾
妻
峡
」の
東
玄
関
に
位
置
す
る
道
の
駅
で
、2024年

に
、東
吾
妻
町
の
文
化
遺
産
の
一
つ
で
あ
る
忍
者
を
テ
ー

マ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。農
産
物
直
売
所
「
て
ん
ぐ
」や
食
堂
、日
帰
り
天
然
温
泉
「
天
狗
の
湯
」の
ほ
か
、足
湯
、健
康
広

場
、子
ど
も
広
場
、ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
を
備
え
、屋
外
は
「
あ
が
つ
ま
ふ
れ
あ
い
公
園
」と
な
っ
て
い
ま
す
。手
裏
剣
ソ
フ

ト
や
手
裏
剣
投
げ
、忍
者
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
、他
に
は
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
道
の
駅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

0279-67-3193

町
内
の
宿
泊
施
設

グ
ラ
ス
ス
タ
ジ
オ
ポ
ル
カ

1200℃
に
溶
け
た
ガ
ラ
ス
に
息
を
吹
き
込
む
伝
統
的
な
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し

た
ガ
ラ
ス
工
房
。赤
と
白
の
モ
ダ
ン
な
建
物
に
、カ
ラ
フ
ル
で
ポ
ッ
プ
な
デ
ザ

イ
ン
が
印
象
的
で
す
。ガ
ラ
ス
吹
き
体
験
や
工
房
で
の
製
作
過
程
も
見
学
で

き
、工
房
で
造
ら
れ
た
製
品
は
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
で
は
味
わ
え
な
い
魅
力
あ
る
お
宿
が
皆
様
を
歓
迎
し
て
お
り
ま
す

〒
377-0801 群

馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
原
町
627-2

http://w
w
w.tohgoku.or.jp/~aysk/

TEL.0279-70-2110　
FAX.0279-25-7135  

（
一
社
）東
吾
妻
町
観
光
協
会

観
光
の
問
合
せ

低
温
長
時
間
浴
の
湯
治
文
化
が
根
付
い
て
日
本
三
美
人
の
湯

と
い
わ
れ
る
温
泉
は
、肌
が
し
っ
と
り
、す
べ
す
べ
し
ま
す
。

川 か
わ
な
か

中
温
泉

か
ど
半 は
ん
り
ょ
か
ん

旅
館
 
0279-67-3314

都
会
の
学
生
が
地
元
の
人
達
と
共
に
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
し
た
田
舎
暮
らし
を
体
験
で
き
る
民
泊
施
設
。囲
炉
裏

や
山
菜
採
り
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。

M
ま

ゆ
だ

ま
は

う
す

AYUDAM
AHOUSE 

090-2708-6172

自
転
車
型
ト
ロ
ッ
コ
 ア
ガ
ッ
タ
ン

１
台
片
道
3,000円

～
（
往
復
5,000円

～
）

路
線
距
離
：
片
道
2.4km

　
所
要
時
間
:約
25分

ア
ガ
ッ
タ
ン
と
吾
妻
渓
谷
遊
歩
道
は
、八
ッ
場
ダ
ム
直
下
で
行
き
止
ま
り
と
な
り
ま
す
。こ
こ
か
ら
、ダ
ム
に
設
置
さ
れ
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
毎
日
9：
30～

16:30運
行
、無
料
）で
、八
ッ
場
ダ
ム
の
湖
畔
に
上
が
れ
ま
す
。再
度
ダ
ム
直
下
に
下

り
ら
れ
ま
す
が
、八
ッ
場
ぐ
る
り
ん
バ
ス
（
時
刻
・
経
路
は
裏
面
参
照
）で
、八
ッ
場
あ
が
つ
ま
湖
畔
の
道
の
駅
や
、JR
の

駅
へ
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

渓
谷
コ
ー
ス

国
指
定
名
勝
吾
妻
峡
、

日
本
一
短
か
っ
た
鉄
道

ト
ン
ネ
ル「
樽
沢
ト
ン

ネ
ル
」、昭

和
レ
ト
ロ
な

平
沢
橋
梁
等
の
変
化
に

富
ん
だ
四
季
折
々
の
風

景
が
楽
し
め
る
渓
谷
沿

い
の
コ
ー
ス
で
す
。

百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、静
か
な
佇
ま
い
の
老
舗
旅
館
。ど
こ
か
温

か
い
昔
な
が
ら
の
趣
を
、今
に
残
し
ま
す
。

7

ふ
く
べ
や
旅
館
 
0279-68-2124

東
吾
妻
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
水
仙
ち
ゃ
ん
」

電
車
･バ
ス
を
利
用
し
て
巡
る

群
馬
県

草
津
・
四
万
・
伊
香
保
の
名
湯
に
囲
ま
れ
た

ひ
が
し

あ
が

つ
ま

ま
ち

（
表
：
観
光
案
内
　
裏
：
公
共
交
通
マ
ッ
プ
と
時
刻
表
）

浅
間
隠
山
の
麓
に
あ
り
、
昔
、
鳩
が
傷
を
癒
し
た
と
伝
わ
る
名

湯
。江
戸
時
代
の
湯
治
場
の
素
朴
な
風
情
の
一
軒
宿
で
す
。

鳩 は
との
湯 ゆ

温
泉

三 さ
ん鳩 き

ゅ
う楼 ろ

う 
0279-69-2421

監
修
：
高
崎
経
済
大
学
  名
誉
教
授
  大
島
登
志
彦

作
製
：
東
吾
妻
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

岩　　島

矢　　倉

郷　　原

群馬原町

長野原草津口

川原湯温泉

万座・鹿沢口

大　前

渋　　川

中 之 条

高　　崎

こ
こ
が
東
吾
妻
町
!

こ
こ
が
東
吾
妻
町
!

高
崎
線

新
幹
線

草
津

四
万

伊
香
保

JR吾
妻
線
の
路
線
略
図

5 岩
櫃
山
中
腹
に
あ
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。吾
妻
峡
温
泉
を
使
用
し
た

露
天
風
呂
、大
浴
場
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

宿
の
裏
の
崖
か
ら
湧
き
出
る
源
泉
を
か
け
流
し
す
る
一
軒

宿
で
、
家
庭
的
な
料
理
も
評
判
で
す
。

松 ま
つの
湯 ゆ

温
泉

松 しょう渓 け
い館 か

ん 
0279-67-3210

ア
ガ

ッ
タ

ン

詳
し
く
は

「
ア
ガ
ッ
タ
ン
」で

検
索

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
、地
元
の
食
材
を
活
か
し
た
手
間
を
惜
し

ま
な
い
料
理
で
お
も
て
な
し
ま
す
。

福 ふ
く田
だ屋

や旅 り
ょ館 か

ん 
0279-67-2322

築
百
年
の
古
民
家
を
改
装
し
、息
を
吹
き
返
し
た
民
泊

宿
。お
も
い
お
も
い
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

１
日
１
組
限
定
の
一
棟
貸
し
宿
で
す
。 麻 あ
さの
里 さ
との
宿 や
ど asanone

（
申
し
込
み
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
）

6 18

（
駅
な
ど
へ
の
送
迎
は
、
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

〒
377-0892 群

馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
原
町
1046

https://w
w
w.tow

n.higashiagatsum
a.gunm

a.jp/
TEL.0279-68-2111　

FAX.0279-68-4900

東
吾
妻
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
役
場
企
画
課
内
）

発
　
行

23

コ
ニ
ファ
ー
い
わ
び
つ
 
0279-68-5338

フォレ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト

4

2025.6

神 じ
ん
だ
い
す
ぎ

代
杉

樹
齢
1400年

。
中

の
空
洞
に
生
え
た
杉

は
樹
齢
250年

と
い

わ
れ
、
親
子
杉
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

M
Y RO

CK TO
W
N
 東
吾
妻
　
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

C100%
 ／
 M
90%

 ／
 K20%

PA
N
TO
N
E Blue 072 C

W
EB
セ
ー
フ
RG
B #08287f

C20%
 ／
 M
35%

 ／
 Y65%

PA
N
TO
N
E 1245 C

W
EB
セ
ー
フ
RG
B #d3ac64

八
やッ

ん場
ばダ
ム

展
望
台
か
ら
は
、
湖
上
一
帯
が
見
渡
せ
、
特
に

新
緑
・
紅
葉
の
時
期
は
、
周
辺
の
山
々
と
碧
青

の
湖
面
と
が
生
み
出
す
絶
景
を
楽
し
め
ま
す
。

ダ
ム
隣
の
事
務
所
館
内
の
「
な
る
ほ
ど
！
や
ん

ば
資
料
館
」で
は
、
着
工
か
ら
完
成
ま
で
の
約

70年
間
の
歴
史
資
料
や
写
真
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
下
記
の
周
遊
バ
ス
で
、
ダ
ム
湖
畔
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
回

で
き
ま
す
（
時
刻
は
裏
面
）。

国
指
定

名
勝

名 め
い勝 し

ょ
う・
吾 あ
が妻 つ

ま峡 き
ょ
う

関
東
の
耶
馬
溪
と
も
い
わ
れ
る
吾
妻
峡
は
、
新
緑
や
紅
葉
の
名
所
で
す
。

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
そ
び
え
た
つ
懸
崖
や
奇
石
、
滝
、
渓
谷
の
美
し
い

眺
め
を
一
望
で
き
る
見
晴
台
が
あ
り
ま
す
。
全
長
約
2.5km

。（
12月

か
ら

3月
は
冬
季
閉
鎖
） 

M
AP D-3

群
馬
原
町
駅
か
ら
徒
歩
５
分

岩 い
わ
び
つ
や
ま

櫃
山

標
高
802m

の
岩
山
で
、

東
吾
妻
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
新
緑
と
紅
葉
の
季

節
の
登
山
が
お
勧
め
で
、

山
頂
か
ら
の
景
観
は
見

事
で
す
。

M
AP C-3

岩
島
駅
か
ら
徒
歩
15分

M
AP B-5

デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
鳩
の
湯
温
泉
」す
ぐ
、最
寄
駅
は
川
原
湯
温
泉
駅

M
AP D-3

最
寄
駅
は
群
馬
原
町
駅

M
AP C-4

天
狗
の
湯
循
環
線
バ
ス
「
岩
下
」す
ぐ
、最
寄
駅
は
岩
島
駅

M
AP C-3

天
狗
の
湯
循
環
線
バ
ス
「
川
中
温
泉
口
」か
ら
徒
歩
10分
、最
寄
駅
は
岩
島
駅

M
AP C-3

天
狗
の
湯
循
環
線
バ
ス「
川
中
温
泉
口
」か
ら
徒
歩
20分

、最
寄
駅
は
川
原
湯
温
泉
駅

要
予
約

岩 い
わ
し
ま

島
エ
リ
ア

天
狗
の
湯
循
環
線
バ
ス
「
松
谷
」、シ

ー
ズ
ン
に
は
吾
妻
渓
谷
臨
時
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
運
行
、岩
島
駅
か
ら
徒
歩
45分

 
M
AP
C-3

矢
倉
駅
か
ら
徒
歩
5分

M
AP
D
-4

天
狗
の
湯
循
環
線
バ
ス
「
四
戸
」か
ら
徒
歩
５
分

矢
倉
駅
か
ら
徒
歩
25分

M
AP
D
-4

天
狗
の
湯
循
環
線
バ
ス
「
天
狗
の
湯
」か
ら
徒
歩
20分

で
渓
谷
入

口
､春
秋
は
岩
島
駅
か
ら
八
ッ
場
ダ
ム
手
前
ま
で
、吾
妻
渓
谷
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

が
運
行
さ
れ
ま
す
。=
裏
面
参
照

川
原
湯
温
泉
・
長
野
原
草
津
口
駅
か
ら
八
ッ
場
ぐ
る
り
ん
周

遊
バ
ス
「
八
ッ
場
ダ
ム
」バ
ス
停
か
ら
す
ぐ
。自
転
車
型
ト
ロ
ッ
コ
 ア
ガ
ッ
タ

ン
（
上
記
）終
点
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

M
AP
C-3

M
AP
C-3

天
狗
の
湯
線
循
環
バ
ス「
天
狗
の
湯
」、岩
島
駅
か
ら
徒
歩
45分

M
AP
C-3 天

狗
の
湯
循
環
線
バ
ス「
根
古
屋
」か
ら
徒
歩
５
分
、岩
島
駅
か
ら
徒
歩
15分

M
AP
C-3

真
田
昌
幸
が
武
田
勝
頼

を
迎
え
る
た
め
に
建
て

た
御
殿
跡
。
郷
原
駅
か

ら
岩
櫃
山
・
岩
櫃
城
本

丸
址
に
行
く
途
上
に
所

在
し
ま
す
。

潜 せ
ん龍 り

ゅ
う院 い

ん跡 あ
と

郷
原
駅
か
ら
山
頂
ま
で
徒
歩
約
70分

M
AP
D
-3

郷
原
駅
か
ら
徒
歩
30分

M
AP
D
-4

9:00～
18:00　

火
曜
休
館
　

0279-26-9363
M
AP C-4

矢
倉
駅
か
ら
徒
歩
10分

町
外
の

近
隣
ス
ポ
ット

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
（
彼
岸
花
）

1
2 3

7

6
4

5

東
吾
妻
町
役
場

ワ
ー
ク
マ
ン
プ
ラ
ス

東
吾
妻
町

中
央
公
民
館

東
吾
妻
町

商
工
会

東
吾
妻
町
観
光
協
会（
駅
舎
内
）

ベ
イ
シ
ア

JA
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

日
赤
病
院

JR
群
馬
原
町

（
有
）あ
づ
ま
養よ
う

魚ぎ
ょ

場じ
ょ
う

箱
島
湧
水
で
育
っ
た
ギ
ン
ヒ
カ
リ
は

も
は
や
至
宝

あ
づ
ま
家や

名
水
・
箱
島
湧
水
で
打
っ
た
蕎
麦
を

味
わ
い
豊
か
な
ご
ま
だ
れ
で

に
ん
ぱ
く

吾
妻
の
忍
者
文
化
を
、ま
じ
め
に
楽
し
く
発
信

す
る
忍
者
の
ミ
ニ
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。本
物
の
手

裏
剣
な
ど
忍
者
の
武
器
・
道
具
の
常
設
展
示

数
は
日
本
最
大
級
で
す
。真
田
幸
村
軍
と
闘
え

る
VR
チ
ャ
ン
バ
ラ
や
手
裏
剣
打
ち
・
コ
ス
プ

レ
な
ど
子
供
も
大
人
も
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

10
:0
0～
16
:0
0 
火
・
水
・
木
曜
休
館

群
馬
原
町
駅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
飲
食
店
な
ど

（
観
光
巡
り
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
日
・
祝
日
は
運
休
の
た
め
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
裏
面
参
照
）

大お
お

戸ど

関せ
き

所し
ょ

跡あ
と

信
州
･草
津
両
街
道
の
要
所
大
戸
に
、宿
場
と
関
所
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
幕
末
に
、
国
定
忠
治
の
関
所
破
り
に
よ
る
処
刑
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。彼
が
そ
の
前
に
た
た
ず
ん
で
い
た
場
所
と
さ
れ
る

松
の
木
が
、
関
所
の
南
約
3k
m
に
あ
る
「
忠
治
と
ま
ど
い
の
松
」

（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
大
沢
集
会
所
」）
で
す
。

甘あ
ま
ざ
け
は
ら
こ
う
げ
ん

酒
原
高
原
遊ゆ
ー

花か

里り

自し

然ぜ
ん

園え
ん

園
内
の
遊
歩
道
沿
い
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て

多
彩
な
花
が
楽
し
め
ま
す
。

08
0-
10
40
-5
79
4（
甘
酒
原
花
と
緑
の
会
）

※
緑
化
協
力
金
20
0円
あ
り
（
任
意
）

温
ぬ る が わ

川 の 氷
ひ ょ う

壁
へ き

滝
た き

ノ
の

沢
さ わ

不
ふ

動
ど う

滝
た き

信し
な
の 濃
屋や

8:
30
～
19
:0
0

水
曜
定
休

02
79
-6
8-
24
03

地
域
に
愛
さ
れ
る
駅
前
洋
菓
子
店

9:
30
～
18
:0
0

火
曜
定
休

02
79
-6
8-
53
15

藤ふ
じ

井い
や 屋
政ま

さ
え
も
ん

右
衛
門

こ
こ
で
し
か
買
え
な
い

郷
土
愛
に
満
ち
た
ご
当
地
菓
子

さ
か
え
鮨ず
し 11
:3
0～
14
:0
0

　
※
L.O
. 1
3:
30

　
17
:0
0～
21
:0
0

　
※
L.O
. 2
0:
30

不
定
休

02
79
-6
8-
29
10

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
だ
け
ど

味
わ
い
確
か
な
お
寿
司
屋
さ
ん

と
ん
か
つ
 梅う
め

乃の
や 家

11
:3
0～
14
:0
0

　
17
:0
0～
20
:0
0

　
※
夜
は
金
土
日
の
み

木
曜
・
第
３
水
曜

　
定
休
02
79
-6
8-
23
85

サ
ク
サ
ク
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
揚
げ
た
て
を

や
ま
と
屋や

 本ほ
ん
て
ん 店

11
:0
0～
15
:3
0

　
16
:4
5～
20
:4
5

　
※
夜
は
土
日
の
み

水
曜
定
休

02
79
-6
8-
29
92

日
本
名
水
百
選
「
箱
島
湧
水
」で
作
る

自
家
製
の
そ
ば
と
う
ど
ん

ら
～
め
ん
 み
そ
膳ぜ
ん

11
:3
0～
15
:0
0

　
17
:0
0～
21
:3
0

水
曜
定
休

02
79
-6
8-
55
68

東
吾
妻
町
の
商
業
中
心
地
に
構
え
る
、

味
噌
ラ
ー
メ
ン
の
殿
堂

う
ま
い
♪
焼や
き
に
く 肉
 あ
お
ぞ
ら

11
:3
0～
21
:3
0

　
※
L.O
. 2
1:0
0

年
中
無
休

　
※
大
晦
日
 元
日
を
除
く

02
79
-6
8-
48
55

地
元
に
愛
さ
れ
50
年
！

県
民
に
愛
さ
れ
続
け
る
焼
肉
「
あ
お
ぞ
ら
」

日
本

名
水
百
選

ホ
タ
ル
の
里さ
と （
第
1～
3保
護
地
）

箱
島
湧
水
の
下
流
域
で
は
、「
ホ
タ

ル
保
護
の
会
」が
、ホ
タ
ル
と
人
間

が
共
存
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。６
月
中
旬
～
７
月

下
旬
に
か
け
て
、ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
観
賞
で
き
ま
す
。

吾あ
が
つ
ま 妻
温
泉
「
根ね

古ご

屋や

乃の

湯ゆ

」
吾
妻
川
と
そ
の
支
流
の
沼
尾
川
の
断
崖
上

に
あ
る
絶
景
の
源
泉
掛
け
流
し
の
日
帰
り
温

泉
で
す
。赤
城
山
を
遠
望
で
き
、夜
に
は
星

空
と
眼
下
の
夜
景
を
見
下
ろ
せ
ま
す
。

11:
00
～
20
:0
0

土
日
祝
日
の
み
営
業
 
02
79
-5
9-
33
61

岩い
わ
び
つ 櫃
城じ
ょ
う

跡あ
と （
岩い
わ
び
つ 櫃
城じ
ょ
う

本ほ
ん
ま
る
あ
と

丸
址
）

中
世
に
築
城
さ
れ
た
山
城
で
、甲
斐
の
岩
殿
城
、
駿
河
の
久
能
山
城
と
並
ぶ
武
田
領
内
三
名

城
と
さ
れ
ま
し
た
。
上
田
城
と
沼
田
城
を
結
ぶ
真
田
道
の
中
継
地
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
と

と
も
に
、
上
杉
･北
条
･徳
川
な
ど
の
巨
大
勢
力
に
挟
ま
れ
た
真
田
氏
の
領
国
経
営
の
拠
点

で
し
た
。徳
川
家
康
が
発
し
た
「
一
国
一
城
令
」で
破
却
さ
れ
、役
目
を
終
え
ま
し
た
。

国
指
定

史
跡

続
日
本

10
0
名
城

東あ
づ
ま

エ
リ
ア
 

池い
け

の
薬や
く

師し

の
水み
ず
ろ
う
あ
と

牢
跡

水
牢
と
は
、
殿
様
が
罪
を
犯
し
た
人
を
投
獄
し

た
池
を
指
し
ま
す
。
農
民
に
重
税
を
課
し
て
い

た
沼
田
藩
主
の
真
田
氏
が
、年
貢
未
納
者
を
縄

で
縛
っ
て
寒
中
の
池
に
入
れ
た
と
さ
れ
、
そ
の

家
族
は
、
田
畑
を
処
分
す
る
な
ど
し
て
、
救
い

出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
池
は
静
か
に
水

が
流
れ
、近
く
に
薬
師
堂
が
あ
り
ま
す
。

岩い
わ

井い

親し
ん

水す
い

公こ
う

園え
ん

公
園
脇
の
畑
に
は
、約
30
万
本
も
の
ラ
ッ
パ
水
仙
が
咲
き
誇
り
、

黄
色
の
絨
毯
を
敷
き
詰
め
た
か
の
よ
う
な
景
観
で
す
。
桜
の
季

節
に
は
桜
並
木
に
囲
ま
れ
て
（
4月
中
旬
）、
す
い
せ
ん
祭
り
が

開
か
れ
、秋
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
咲
き
誇
る
名
所
に
な
り
ま
す
。

11
:0
0～
15
:0
0　
※
L.
O.
 14
:3
0

不
定
休

02
79
-5
9-
36
50

M
AP

E-
4

太お
お

た 田
・
原は

ら
ま
ち 町
エ
リ
ア

群
馬
原
町
駅
か
ら
徒
歩
約
90
分
（
岩
櫃
山
頂
や
郷
原
駅
方
面
へ
山
道
あ
り
）

M
AP

D
-3

湯
中
子
線
バ
ス
「
岩
井
山
根
口
」か
ら
徒
歩
15
分

M
AP
D
-3

観
か ん

音
の ん

山
や ま

不
ふ

動
ど う

滝
た き

崖
上
か
ら
力
強
い
し
ぶ
き
を
上
げ
て
落
下
す

る
落
差
20
ｍ
の
滝
で
、四
季
を
通
じ
て
水
量

が
衰
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。岩
櫃
城
本

丸
跡
に
行
く
途
中
で
見
ら
れ
、近
く
に
不
動

堂
が
あ
り
ま
す
。 群
馬
原
町
駅
か
ら
徒
歩
30
分

M
AP

D
-3

原
は ら ま ち

町 の 大 ケ ヤ キ 高
さ
17
ｍ
、目
通
り
周
囲
11
ｍ
。樹
齢
10
00
年
と
い

わ
れ
、国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

湯
中
子
線
バ
ス
「
槻
の
木
」す
ぐ
、

群
馬
原
町
駅
か
ら
徒
歩
15
分

M
AP
D
-3

群
馬
原
町
駅
前
す
ぐ

M
AP
D
-3

中な
か

之の

条じょ
う 町ま
ち

歴れ
き

史し

と民み
ん
ぞ
く 俗の
博は
く
ぶ
つ
か
ん

物
館「
ミュ
ゼ
」

明
治
前
期
に
建
設
さ
れ
た
吾
妻
第
三
小
学

校
の
校
舎
（
群
馬
県
の
重
要
文
化
財
に
指

定
）を
活
用
し
て
、
吾
妻
郡
内
の
歴
史
・
民

俗
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

9:
00
～
17
:0
0（
最
終
入
館
16
:3
0）
 

木
曜
休
館
 
02
79
-7
5-
19
22

中
之
条
駅
か
ら
四
万
温
泉
線
・
沢
渡

線
・
中
山
本
宿
～
原
町
ベ
イ
シ
ア
線「
博
物
館
前
」す
ぐ
､

同
駅
か
ら
徒
歩
20
分

M
AP
D
-3

箱は
こ
し
ま
ゆ
う
す
い

島
湧
水

箱
島
不
動
尊
の
お
堂
脇
に
あ
る
樹
齢
約
40
0年
の
大
杉
の
根
元
か
ら
湧
き
出
る
湧
水
で
、

日
量
約
3万
ト
ン
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
環
境
省
が
認
定
し
た
「
日
本
名
水
百
選
」に
選
ば

れ
、お
い
し
い
こ
と
が
評
判
に
な
り
、都
内
か
ら
も
水
を
く
み
に
来
る
方
が
大
勢
い
ま
す
。

湯
中
子
線
バ
ス
「
箱
島
」か
ら
徒
歩
30
分

M
AP

E-
4

湯
中
子
線
バ
ス「
箱

島
」か
ら
徒
歩
15
分

M
AP

E-
4

湯
中
子
線
バ
ス「
伊
香
保
口
」

か
ら
徒
歩
10
分

M
AP

E-
4

あ
づ
ま
温
泉
「
桔き
き
ょ
う
か
ん

梗
館
」

吾
妻
川
沿
い
に
あ
り
、露
天
風
呂
か
ら
は
吾

妻
川
の
清
流
や
奇
勝
「
岩
井
洞
」が
一
望

で
き
ま
す
。
館
内
に
は
、
食
堂
・
売
店
・
カ

ラ
オ
ケ
が
あ
り
、地
元
の
農
産
物
も
豊
富
に

揃
っ
て
い
ま
す
。

10
:0
0～
20
:0
0 

毎
月
21
日（
土
休
日
の
場
合
翌
日
）が
定
休

02
79
-5
9-
35
33
 

湯
中
子
線
バ
ス
「
あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館
」す
ぐ

M
AP

E-
3

湯
中
子
線
バ
ス
「
箱
島
」か
ら
徒
歩
5分

湯
中
子
線
バ
ス「
東
小
学
校
前
」か
ら
徒
歩
5分

湯
中
子
線
バ
ス
「
御
園
」か
ら
徒
歩
15
分

M
AP

E-
4

箱
島
湧
水
近
く
の

飲
食
店

11:
00
～
16
:0
0（
冬
季
は
15
:0
0ま
で
）

水曜
定休
（
祝日
、7
月、
8月
、年
末年
始を
除く
）

02
79
-5
9-
36
21

M
AP

E-
4

1 2
3

4

5
6

7

幕
末
明
治
の
隠
れ
た
偉
人
　
小お

栗ぐ
り

上こ
う
ず
け
の
す
け

野
介
の
ふ
る
さと

横
須
賀
造
船
所
の
建
設
を
は
じ
め
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
が
、無

実
の
罪
で
明
治
政
府
軍
に
斬
首
さ
れ
非
業
の
死
を
遂
げ
ま
し
た
。
東
善
寺
境
内
に

小
栗
父
子
主
従
の
墓
所
が
あ
り
、関
係
史
料
も
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
問
合
せ
先
：
東
善
寺
 
02
7-
37
8-
22
30
）

坂さ
か
う
え 上
エ
リ
ア

仙せ
ん
に
ん
く
つ

人
窟

高
さ
約
８
ｍ
、深
さ
26
ｍ

の
洞
窟
内
に
、
江
戸
時
代

の
石
像
の
十
八
羅
漢
や

聖
観
世
音
な
ど
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。 大
戸
線
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
鳴
瀬
」か
ら
徒
歩
５
分

M
AP
C-
4

大
戸
線
バ
ス
･デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
大
戸
坂
下
」か
ら
徒
歩
５
分

M
AP
C-
4

デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
遊
花
里
自
然
園
」す
ぐ

M
AP
C-
5

温
川
沿
い
の

渓
谷
の
日
影

に
、
1月
下
旬

～
2月
中
に
か
け
て
、
見
事
な
氷
の
壁
が

出
現
し
ま
す
。
一
部
分
で
氷
柱
も
で
き

て
、ま
さ
に
圧
巻
の
景
観
で
す
。

浅
間
隠
山
登

山
口
に
あ
り
、

木
々
の
色
や
流
量
の
変
化
で
、四
季
折
々

に
周
囲
の
景
観
を
変
え
る
名
瀑
で
す
。
心

地
よ
い
風
と
滝
の
飛
沫
を
感
じ
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス「
須
賀
尾
林
道
入
口
付
近
」か
ら
徒
歩
５
分

M
AP
B-
5

デ
マ
ン
ド
バ
ス「
鳩
の
湯
温
泉
」か
ら
徒
歩
５
分

M
AP
B-
5

浅あ
さ

間ま

隠か
く
し

山や
ま

東
吾
妻
町
の
最
高
峰
で
、
山
頂
は
長
野
原
町
と
高
崎

市
と
の
接
点
近
く
で
す
が
、
裾
野
が
広
が
る
美
し
い

山
で
、
浅
間
山
は
、
名
前
の
通
り
の
こ
の
山
に
遮
ら
れ

て
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
テ
キ
な
村む
ら

キ
ャ
ン
プ
場じ
ょ
う

20
21
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
里
山
の
自
然
と
満

点
の
星
空
が
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
場
。
清
潔

な
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
、
お
し
ゃ
れ
な
売
店

も
あ
っ
て
初
心
者
で
も
安
心
で
す
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
満
足
で
き
る
“ス
テ
キ
”が
詰

ま
っ
た
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

02
79
-2
6-
75
47

登
山
口
は
デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
須
賀
尾
林
道

入
口
付
近
」か
ら
徒
歩
50
分

M
AP

B-
6

デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
ス
テ
キ
な
村
キ
ャ
ン
プ
場
入
口
」か
ら
徒
歩
５
分

M
AP

B-
5

デ
マ
ン
ド
バ
ス「
権
田
車
庫
」か
ら
徒
歩
10
分
､高
崎
方
面
と
バ
ス
で
接
続

M
AP
C-
6

町
外
の

近
隣
ス
ポ
ット

町
外
の

近
隣

ス
ポ
ット


